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令和７年度 第４回 向日市社会教育委員の会議 

日  時 令和８年２月 10 日(火) 午前９時 30 分～同 11 時 30 分 

場  所 向日市役所別館 第 10 会議室 

出席委員 
髙畑委員長、植田委員、池田委員、河村委員、詫間委員、谷村委員、横田委員 

吉岡委員、淀野委員、田邉委員、中西委員 

欠席委員 田賀委員 

事 務 局 

山本教育長、長谷川部長、安田副部長、小畑生涯学習課長、芦田スポーツ担当課長 

浦元文教課長、岡本図書館長、横山文化資料館主幹、小田中央公民館長、北山天文

館長、上西学校教育課担当課長 

内  容 

議題１ 令和 7 年度社会教育関係事業報告について 

議題２ 令和 8 年度向日市の教育（指導の重点）（案）について 

議題３ 令和 8 年度社会教育関係団体に対する補助金一覧（予算案）について 
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【開 会】 

〇開会挨拶 

 

〇挨拶 

 

 

〇議題１ 令和 7 年度社会教育関係事業報告書について 

―生涯学習課、中央公民館、図書館、文化資料館、天文館、文教課の各事業につい

て順次説明― 

 

 

―質疑応答― 

 

―生涯学習課所管分― 

 

 人権研修会の第１回について、この文章では人に対する差別はもうなくなってい

るようなニュアンスにもとれる。阿久澤先生の話の趣旨は、部落差別の性格が変わ

ってきている、部落差別の中身が変容しているということであった。「人に対する差

別だけでなく、土地差別にもあらわれるなど、部落差別の変容が今日的課題である」

に変えた方が良い。 

 

誤解をあたえる書き方があった。書き直す。 

 

  

人権研修会第２回は、なるほどと思う話で面白かった。 
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地域学校協働活動推進事業の本部の委員数の違いはなぜか。 

 

 委員数は学校と地域の方々の関わり方で変わってくる。事業内容により、これぐ

らいの人がいてほしいと思う学校の考え方によって人数構成が異なる。 

 

 はたちの集いで情報保障を強化したことはとても良かった。 

スポーツ情報交換会について、具体的に内容を教えてほしい。 

 

 向日市スポーツ文化協会の加盟団体や向日市スポーツ推進委員協議会などの市内

のスポーツ文化関係者が一堂に会してスポーツ指導者の質の向上と、団体間の相互

連携を図り、地域スポーツの振興を推進するために開催している。中身は講演会な

どが主で、今年度は歯医者さんから「お口とスポーツの関係性」のタイトルで講演

を聞く。 

 

 

―中央公民館所管分― 

 

 

 市民教養講座「シニアのためのスマホ質問相談会」は、個人によってわからない

ところがそれぞれあるので、個別にマンツーマンで質問できる相談会はとても良い

と思った。講師の京都 SKY シニア大学 SKY スマホサークル会員は一般の方で、自分

が学んだことを教え伝えていたのか。 

備考欄に拡充が２か所あるが、これはどういうことか。 

 

 府が支援しているサークルで自ら学び、その知識を伝えている。同じような高齢

者のメンバーであり、高齢者同士ということでわかりあえることがあれば良いと思

い開催した。 

 拡充については、これまでの講座は座学だけで行っていたのを、少し方向を変え

新たな内容の展開で実施したので拡充と記載した。 

 

 拡充に関して形を変えたということだが、今年度の講座で良かった事に関しては

来年度も続けていくのか。 

 

 ２か所の拡充の講座については現段階でも大変好評であり、更にメニューを増や

していこうと思っている。相談会については、枠や時間帯を拡充し行いたい。 

 

 大変盛りだくさん事業を行い、一市民としてとても嬉しく思う。各事業において

参加人数の記載はあるが、それぞれの定員もある。その事に対してどのように評価

するかが大きなことだと思う。ニーズの大小を点検しながら、今後の企画立案に生

かしてほしいが、意見を聞かせてほしい。定員数がわかり、参加人数の記載があれ

ば、評価や検証ができると思うので考慮してもらえたら幸いである。 

 

 定員については講師や実施する団体と相談し、時間も設定している。大概の事業
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は申込みがかなり多くほぼ定員に達している。毎回、開催後はアンケートを配布し

希望等を聞きながら、次の展開の参考にしている。 

記載方法については検討したい。 

 

 「ネット詐欺・偽サイト対策」の参加人数の 14 人はシニアの方か。他の事業で「シ

ニアのためのスマホ質問・相談会」があるが、関心がある方は同じような属性の事

業に対してセットにするとより良くなるのではないか。 

 

 参加者の中には両方に参加している人が結構いる。今後はマッチングした形での

開催を考えていきたい。 

 

 国際理解講座について専門的すぎるということで、アンケートに基づき１年間検

討するということだが、テーマとなった国に関し様々な角度から紹介し、より理解

を深めるという内容は良いと思う。テーマが専門的すぎるとはどういう意味か。具

体的にどのような内容で、どういう方向に変えようとしているのか聞きたい。 

 

 これまでに 17 回実施し、講師の方と事前打合せのうえで行っているが、一つの国

を取り上げて一つのテーマで、どうしても深掘りされている傾向がある。今後は、

日本とどういう関わりと交流が期待されるのか、身近なことから国際交流の視点か

ら話の展開にしたい。民間の方を含め、京都府の名誉友好大使などにお願いしたい

と考えている。 

 

 それならば今でもできるように思うが、なぜ休止して 1 年間何を検討するのか。 

 

 これまで一方的に話を聞く座学という形の中身を、もう少し何か違う形でできな

いか考えているが、まだ具体的な方向は決まっていない。より良いものでやってい

きたい。 

 

 

―図書館所管分― 

 

 

 レファレンスサービスの調べ物の援助が 75 件だが、どのようなカテゴリーや内容

のものがあったのか。 

 

 テレビドラマの作品で読みたいものや、興味のあることを聞きすぐに図書館に来

て関連する資料を調べたり、目的地に関する資料調べなどがある。 

 

 今ならインターネットで調べればすぐにわかるのではないかと思うことでも、図

書館に足を運んで調べられるのはすごいことだと思う。 

 

 読書感想文コンクールの応募数が 147 人と記載されているが、小中学校に個人的

に応募を呼びかけているのか、学校に夏休みの宿題等の中から応募や推薦があるの
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か、どのような経過があるのか。 

 

 応募のチラシを管内小中学校に配布や広報で知らせている。一般の応募や、市内

在住で私立に通う方も個人で応募できる。今回は一般の２名の方が持って来られた。 

 

 電子書籍サービスの普及に力を入れていたように思うが、1 年を振り返り充実さ

せていきたいところや、結果はどうであったか。 

 

 現在電子書籍の作品数コンテンツは 1,361 作品あり、そのうち 512 点が読み放題

になる。普通のコンテンツだと一人が借りられると他の方は見られないが、読み放

題だと全ての方が同じものを見ることができる作品である。話題の作品だと２年期

限で区切られた物を買っているが、２年期限が消滅すると消えた分を買い足し、数

を一定分キープしながらなおかつ少しずつ増やしていこうと努力している所存であ

る。 

 

 

―文化資料館― 

 

 

 夏休みに親子事業が多いと思うが、「向日庵と和紙文化を知ろう」という親子の事

業は 6 月行われたがなぜか。日曜日に向日庵で何かあったとしたら、参加したい人

がもっといたかも知れない。広く市民に広まらなかったのは、体験だから人数制限

が必要だったからか。 

 

 この事業は、６月に「和紙文化を知ろう」というきっかけづくりをしつつ、夏休

みの親子教室で和紙を作るという一連の事業になっていたので、対象が小中学生の

親子になった。 

 

 「向日庵と和紙文化を知ろう」の参加人数が 16 人だが内訳はどうだったのか。 

 

 定員は 40 名を予定していたが、３分の２ほどは小学生とその保護者だった。 

 

  

「くらしの道具展」と「ひな人形」の開催が重なっている期間があるが、重なっ

ている間は両方見られるのか。 

 

 両方見ることはできるが、「ひな人形展」の方は小規模開催になっている。 

 

 

―天文館所管分― 

 

 

 今年度から市外在住者の方から徴収しているが、1 年経って目的は達成できたの
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か。入館数はどのくらいか。 

 

 目的は達成したかという質問に対して市として向日市民に天文館を大いに利用し

てほしいという方針があり、今年度から向日市在住者、在学在勤者以外から入館料

を徴収することになった。入館料徴収後も家族で来てもらうこともあるが、徴収す

るのであれば行かないということもあるかも知れない。定例観望会においては曇天

の場合星空案内だけになるが、それでも全額を支払ってでも行きたいという方もい

れば、全部見られないのなら行かないという方もいる。選択し利用してもらいたい。 

 

 スタッフの頑張りに評価したいが、残念なのは観覧人数が少なく、一人というと

きもある。内容は非常に良いと思うので何かアピールをすると良い。 

 

 広報の必要性を感じている。無料のツールなど今までも宣伝はしているが、違う

形でしていきたいと思う。曜日や日によっては一人というときもあるが、天文館に

は波があり繁忙期、閑散期がはっきりしている。特別投影の日や季節によっては大

勢の人に来てもらえる。その特徴もつかみながら広報活動に力を入れたい。 

 

 出前講座の講義後に「学習意欲が高まる子どもが多かった」と記載されているが、

まさにそうだと思う。市内には中学校と高校や他にも社会教育施設があるが、どの

ように考えているのか。 

要望があれば企画するのか。小学校は要望があったから行ったのか。学習効果か

ら言えば、中学校も要望なしでも非常に効果があると思う。ある程度働きかけるこ

とがあっても良いと思う。 

  

現在関わっている職員が理科や天文に精通している元小学校の教師であり、詳し

い人に教えてもらう方が子どもにもよく伝わり、理解できるので良いと毎年学校の

方から要望をもらっている。また、学校に正式に文書でお知らせし事前に働きかけ

予約してもらっている。要望があれば中学校や高校にも行くと言っているので、案

内をした方がいいかと思う。共有し検討していく。 

  

 

―文教課（文化財係）― 

 

 

 「ふわふわ朝堂 in」の参加人数が 59 人だがこの事業が目的で来たのか、体育館

で何か催しがあって来たのか。 

 

 小学校と保育所、民間保育園に声を掛けた。結果近くの民間保育園がこの事業の

ためだけに来ていた。 

 

 全体的にとても良い事業をたくさんしているが知らなかったということも多く、

PR の方法を工夫した方がいい。いつも後で知らなかったことが多く、何か検討して

ほしい。 
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〇議題２ 令和８年度向日市の教育（指導の重点）（案）について 

―学校教育、社会教育について順次説明― 

 

 

―質疑応答― 

 

 

 社会教育指導の重点の変更点の部分について、これは「京都府人権教育・啓発推

進計画（第２次）」が「京都府人権尊重の共生社会づくり施策推進計画」に変わった

ということですね。京都府人権尊重の共生社会づくり条例が施行されたことに伴っ

て、こういう計画を作るということになったからですよね。そうであれば、この改

定理由は、令和８年度から新たな計画期間が始まるためではなく、令和７年度４月

の条例施行に伴う計画策定のためが理由ではないか。 

 

 計画期間は令和８年度から新たに始まるのは間違いないが改訂の理由は、京都府

人権尊重の共生社会づくり条例が施行されたことに伴い、新たに推進計画を策定し

たためになる。 

 

 

〇議題３ 令和８年度社会教育関係団体への補助金（予算案）について 

 

 

―小中学校ＰＴＡ、青少年健全育成関係団体、子ども会、 

少年スポーツ団体への補助金交付について説明― 

 

 

 見守隊が４グループになり１団体３万円だと聞いたが、向日市少年補導委員会が

４団体減り 12 万円の減ではなく、22 万減になっているのは他に金額が掛かるよう

なことが行われるのか。 

 

 少年補導委員会に係る経費について、保険代や乙訓少年補導委員会への参加経費

や旅費の部分が本体に係らなくなったので、その部分は減額した。見守隊について

は乙訓少導の方は参加せず本体の方に任せるということで、その部分の差額が生じ

ている。 

 

 少年補導委員会は従来あった、森本、鶏冠井、上植野、向日区が抜けたのか。そ

れでも本体の向日市少年補導委員会は向日市と名乗ってよいのか。 

 

 向日市の少年補導委員会も活動エリアを組織構成のところで、３グループにして

いる。３グループに残っている 58 人が市内を北、中、南の３つに分けて活動する。

それぞれに交番が３拠点あり、交番と連携も加えて３グループが望ましいというこ
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とで、市域全体を今までどおり見守っていただくというところで考えておられる。 

 

 ３グループ 58 人の方は、寺戸区、西向日区、物集女区と、この区以外の方も向日

市少年補導委員会に所属しているということか。 

 

 所属している方はおられます。 

 

 見守隊の方や少年補導委員の方がどれくらい頑張っているか理解してもらってい

るか。寒い日に高齢の方が頑張ってやっておられる、それをしっかりと踏まえて取

り組んでほしいと思う。 

 

 本体の少年補導委員会活動から抜け見守隊になったのは、高齢になられて活動全

体に参加するのが難しくなり離れたいとの意向があった。だが、地域の見守りは重

要で継続はしたいとのことだった。当初は補助金も必要ないと言っておられたが、

今までと同じような活動をしていただくということで、教育委員会としても補助し

ていかないといけないということで今回計上した。 

 

 天文館施設について、駐車場が無いので市役所に駐車して歩いて行かなければな

らないことは不便である。財政難の折から難しいことはわかるが、例えば病院を回

るバスがあるが提携ができないか。ぐるっとバスを利用して天文館に巡回すること

はどうか。 

 

 天文館に来てほしいと言っているが、何かしないといけない。 

 

 大変歴史のある向日神社であり、その中に天文館がある位置付けには価値がある。

駐車については永遠のテーマであり、せめて向日神社の下までぐるっとバスが巡回

してくれたら利用してもらえると思っている。この会議で出していただけたので、

また、生涯学習課と相談させてもらおうと思う。 

 

 社会教育関連施設をポイントとしてルートに加えていただけるとありがたいです

ね。 

 

【閉会】 

 


